
(大分県) 国東市 地域づくり支え合い活動 共通WEBサイト “国東つながる暮らし”

社会福祉法人 国東市社会福祉協議会 松本 博晃 くにさき地域応援協議会“寄ろう会(え)” 1



報告者

福祉支援課 係長 松本 博晃
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【略歴】

2017年4月 国東市 第3層生活支援コーディネーター（国東市独自戦略）
2022年7月 国東市 第1層生活支援コーディネーター（～現在）
2024年6月 日田市 高齢者等移動支援体制整備事業アドバイザー（～現在）



報告① “居場所づくり”から始まる“生活支援”

報告内容
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報告③ 支え合い活動のキッカケと立上げメニュー

報告② “段階を踏んで”の“移動支援”の拡充

報告④ 国交省 R6「共創・MaaS 実証プロジェクト」

「共創モデル実証運行事業」採択分 ご紹介



国東市の概要（九州の北東部）

4出典：国東市地域包括支援センター 溝部一晴リーダー作成資料

当市は、瀬戸内海に突き出ている国東半島の
概ね東半分を占めており、北は周防灘、東は
伊予灘に面し、西側は豊後高田市、南側は杵
築市に接している。

また、国東半島特有の地形から多くの谷筋に
住宅地が分断され、伊予灘に面する海岸線に
国道213号線が通り、その周辺に住宅街や商
業施設が形成されている。

（令和７年１月末現在）

○ 面 積   ３１７．８４㎢

○ 人 口 ２５，０４７人

○ 高齢化率    ４４．１２％

（令和６年 １１月末現在）

○ 要介護認定者数     １，８２０人

○ 認定率     １６．４％

（全国平均１９．７％、県平均１９．１％）

※県内（１８市町村）で５番目に低い）

（令和６年４月末現在）

○ 介護保険料（基準額） ５，４００円

（全国平均：６，２２５円、県平均６，２３５円）

※県内で４番目に低い。



国東市民病院（国保直診）

国道、海岸部に人口、商店、事業所等が密集して
いるが、高齢者の多くは中山間部に居住している。
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国東市の医療・介護 資源マップ

出典：国東市地域包括支援センター 溝部一晴リーダー作成資料
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地域公共交通の最適な組み合わせの推進

出典：国東市地域公共交通計画 P93より

海岸部：路線バス（毎日運行） 山間部：コミバス（週一回運行）

【参考情報】令和7年1月末現在
市内路線バス：1営業所のみ。
市内タクシー  ：5営業所。
コミュニティバス     （15路線）
コミュニティタクシー  （ 4路線）
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地区公民館単位：立上げ年度

H28：国見町竹田津

   国東町上国崎

H29：国見町熊 毛

H30：国東町旭 日

   武蔵町武蔵西

R1  ：国東町豊 崎

R4  ：安岐町朝 来

R5  ：国東町来 浦

南安岐

R4
朝来

H30
武蔵西

H28
竹田津 H29

熊毛

R5来浦

富来

H28上国崎

R1
豊崎

西
武
蔵

国東

武蔵東

安岐

H30旭日
行政区（自治会）単位：立上げ年度

R3  ：国東町富来地区松原区

安岐町西武蔵地区富永区

安岐町南安岐地区大添区

R5  ：国東町国東地区今在家区

第１層：国東全域(１ヶ所) 約25,000人
【※寄ろう会（え）：年3回開催 1ヶ所】

第２層：旧町 (４ヶ所) 約3,000～9,000人
【※語ろう会（え）：年1～2回開催

    国見、国東、武蔵圏域 3ヶ所】

第３層：旧小学校区(16ヶ所) 約400～5,000人
【※生活支援（カフェ、ミニデイ）・協議体 8ヶ所】

第４層：行政区(130ヶ所)  約20～600人
【※週一体操（35ヶ所）：目的 運動機能向上】
【※サロン（168ヶ所） ：目的 閉じこもり予防】

国東市内支え合い活動 ８地区（※市内全１６地区） ４行政区 

【令和7年1月末現在】 7

伊美
立上

準備
中

西安岐
立上準備中



支え合い活動

国東市

ご報告
“居場所づくり”から始まる“生活支援”
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令和7年2月28日 令和6年度 第3回 九州厚生局地域共生セミナー 移動支援 報告資料



国東市 支え合い活動 “居場所づくり”【映像：10秒】

①安岐町朝来 カフェ（月4回）地区公民館（旧小学校区）：R5.1/15開始
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国東市 支え合い活動 “居場所づくり”【映像：12秒】

②送迎付食事会（月2回）“朝来ミニデイ”R5.4/16開始 体操・レク
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国東市 支え合い活動 “居場所づくり”【映像：12秒】

②送迎付き食事会“ミニデイ”（月2回） 会食
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国東市支え合い活動 “居場所づくり・生活支援”【映像：16秒】

②送迎付き食事会“ミニデイ”（月2回） 送迎
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【映像：45秒】
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ステップ① 居場所を通じた送迎支援

自宅 と 地区公民館（旧小学校区単位） 「居場所に来てほしい！」



ステップ② 居場所を通じた買物支援【映像：3分】
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あらたに会の生活支援の歩み

【①活動開始】 平成29年4月～
【②活動実績】 平成29年   5件（内容：草刈り）

 平成30年 13件（内容：草刈り）
 平成31年 31件（内容：買物支援）
令和 2年 9件（内容：草刈り、買物支援）

 令和 3年 21件（内容：草刈り、買物支援）
令和 4年 46件（内容：草刈り、買物支援）
令和 5年 37件（内容：買物支援、通院支援）

【③通院課題】病院までの距離、待ち時間など

【団体名】サポートセンターあらたにカフェ（スタッフ数：53名）

【活動開始時期：平成28年1月～ ※約8年が経過】

【主な活動】

●居場所づくり：カフェ（月16回）、ミニデイ・送迎付（月2回）

●生活支援「ちょい加勢」：買物・通院支援、草刈り他（随時）

●スマホ教室（月2回）

●イベント：フットパス

カフェ

ミニデイ・体操
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あらたに会：居場所を通じた買物支援

買物ツアー



あらたに会：買物ツアーのしくみと流れ

・活動日：第1.3 水曜日（月2回）
・利用料：100円（あらたにカフェ コーヒー代）
・行き先：国東町内商店 ※カフェにて「今日は、どこのお店に行くかえ？」
・利用者：5名（実人数）
・送迎体制：利用者2名 （送迎車：1台） 利用者3名以上（送迎車：2台）
・送迎車：自家用車（マイカー）※自動車専用保険加入対応
・送迎スタッフ数：8名  ※訪問型サービスBより奨励金等支出
・年1回 安全運転講習会  ※国東自動車学校にて
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●タイムスケジュール
【①自宅へ             利用者お迎え】   9：00
【②あらたにカフェへ  利用者送り】   9：10
【③あらたにカフェで 一緒にコーヒー】 10：00
【④あらたにカフェ出発   商店へ送り】  10：10
【⑤町内商店で    皆で一緒に買物】 10：50
【⑥町内商店から 自宅へ送り】 11：00
走行距離 ：自宅⇔あらたにカフェ（往復： 4㎞）
走行距離 ：自宅⇔町内商店 （往復：20㎞）



通院者の困り“移動手段が心配”

ステップ③ 活動背景（R3.4/1～バス便数減）

路線バス

（週５回）

コミュニティ
バス

（週１回）
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「タクシーが減って、利用できない」

ステップ③ 状況確認（映像：40秒）
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令和5年11月6日 通院支援 初回実施

ステップ③ 公共交通と互助送迎による通院支援【映像：50秒】
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【①自宅へ       利用者お迎え】 8：00
【②田深バス停へ 利用者送り】 8：30
【③田深バス停で  バス乗車】 8：45
【④バスにて  市民病院到着】 9：26
【⑤国東市民病院にて    診察】
【⑥市民病院前で    バス乗車】 13：４５
【⑦田深バス停で 利用者お迎え】 14：13
【⑧自宅へ        利用者送り】 14：30
総走行距離 ：自宅⇔市民病院 （往復：40㎞）
互助送迎距離：自宅⇔田深バス停（往復：14㎞）

活動時間以外は
“自分の生活時間”

あらたに会：通院支援の活動のしくみと流れ

5時間
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・活動日：利用者のニーズに基づく、事前予約制
・利用料：片道100円（場所：利用者自宅～国道沿いの最寄りのバス停）
・行き先：バス停
・利用者：3人
・送迎体制とマッチング：１：１で、送迎部長が電話申込窓口で各行政区送迎スタッフ
に活動調整連絡。
・送迎車や送迎スタッフ：自家用車（マイカー）※自動車専用保険加入対応
・送迎スタッフ数：8名  ※訪問型サービスBより奨励金等支出



ステップ①“居場所づくり”から始まる“送迎支援”

国東市住民主体の移動支援
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ステップ③“公共交通”と“互助送迎”による 通院支援

ステップ②“居場所づくり” を通じた “買物支援”

段階を踏んで、拡充★



メニューと内容
①道路運送法における“住民主体の移動支援”位置づけの理解 「移動支援勉強会の開催」

・「許可」、「登録」、「許可・登録不要の互助活動」3種類における位置づけ理解。

・「行政－社協－地域」が一体となっての共通理解必要性。

②地域における仕組みづくり支援 “活動者の負担軽減” 「送迎支援、買物支援要項整備」

・利用者保険、活動者保険、活動自動車専用保険加入支援、レンタカー導入支援。

・活動者登録書、利用者・利用家族同意書整備。緊急対応、事故対応等もルール化を図る。

③利用者・活動者 “相互の安心・安全”のための 「安全運転者講習会の開催（毎年1回）」

・国東自動車学校（市営）にて、座学と送迎サポート実践を学ぶ場。（地域主催）

・参加の声掛けにより、新たな活動者の担い手確保にも繋がっている。

22①～③に関しての“相談機関”として “NPO法人全国移動サービスネットワーク”様の存在の大きさ！

市内8校区（全16校区）で実施中

国東市住民主体の移動支援



支え合い活動

国東市

体制

“運営支援”及び“伴走支援”
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【きっかけ】 平成27年度 介護保険法改正

軽度者（要支援1～2等）

①訪問介護
（ヘルパー / 生活援助）

 居場所づくり “カフェ”
 生活支援“ちょいかせ”

②通所介護（デイサービス）

 居場所づくり ミニデイ
“送迎付食事会”

地域支援で対応！
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事業区分 補助対象経費
補助基本額(A) 補助上限額

1回あたりの
基準額(A)

固定費
(1月)(B)

（1月）(C)

公
民
館
以
外
の
施
設
を

使
用
し
て
支
援
を
行
う
団
体

ミニデイ 事業に必要な報償費、旅費、需用費（消

耗品費、印刷製本費、光熱水費、燃料

費、修繕費）、役務費（通信運搬費、保

険料、手数料）、使用料及び賃借料、備

品購入費、負担金、その他、事業の実

施に必要と市長が認めたもの。

14,500円 22,000円

150,000円

カフェ 5,000円 無

公
民
館
を
使
用
し
て

支
援
を
行
う
団
体

ミニデイ 事業に必要な報償費、旅費、需用費（消

耗品費、印刷製本費、光熱水費、燃料

費、修繕費）、役務費（通信運搬費、保

険料、手数料）、使用料及び賃借料、備

品購入費、負担金、その他、事業の実

施に必要と市長が認めたもの。

14,200円 22,000円

144,600円

カフェ 4,700円 無

送迎支援
（補助対象の事業への参加
者送迎用の自動車につい
て）

レンタル料：自動車レンタル費用の実費についてのみ（一台限り）

保険料：団体または団体に登録する会員等が所有する自動車及び、団体か
らの依頼を受け送迎支援のために自動車を無償で貸し出す者が所有する自
動車

50,000円

１台当り、移動日１日
当り1,150円

備考
1 ミニデイの1月の補助基本額は、一回あたりの基準額(A)に回数を乗じた額と固定費(B)を合算した額とする。ただし、活動開始又は再開から６か
月の間で1月1回の開催の場合、固定費(B)は1/2で除した額とする。
2 カフェの1月の補助基本額は、一回あたりの基準額(A)に回数を乗じた額とする。
3 ミニデイは活動開始又は再開から６か月の間は1月1回、それ以降は1月2回から4回の開催を、カフェは1月4回以上14回以下を補助対象とする。た
だし、それ以上の開催を妨げるものではない。
4 カフェとミニデイを同日に開催することはできるが、開催時間は重複することができない。
5 送迎支援における自動車レンタル費用に係る補助基本額は、現に要した費用とし、50,000円を月額の上限とする

平成29年度創設 国東市一般介護予防事業地域支え合い補助金 「居場所」
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【運営支援策 その①】



令和3年度創設  ちょいかせ（訪問型サービスB）助成金 「生活支援」
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【運営支援策 その②】



地域包括ケアシステムの構築 地域医療介護総合確保法（H26施行）

高齢者の皆さんが、地域（自宅）で生活・暮らし続けていくため
“生活支援”仕組み構築が必要不可欠！
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地区公民館単位：立上げ年度

H28：国見町竹田津

   国東町上国崎

H29：国見町熊 毛

H30：国東町旭 日

   武蔵町武蔵西

R1  ：国東町豊 崎

R4  ：安岐町朝 来

R5  ：国東町来 浦

南安岐

R4
朝来

H30
武蔵西

H28
竹田津 H29

熊毛

R5来浦

富来

H28上国崎

R1
豊崎

西
武
蔵

国東

武蔵東

安岐

H30旭日
行政区（自治会）単位：立上げ年度

R3  ：国東町富来地区松原区

安岐町西武蔵地区富永区

安岐町南安岐地区大添区

R5  ：国東町国東地区今在家区

第１層：国東全域(１ヶ所) 約25,000人
【※寄ろう会（え）：年3回開催 1ヶ所】

第２層：旧町 (４ヶ所) 約3,000～9,000人
【※語ろう会（え）：年1～2回開催

    国見、国東、武蔵圏域 3ヶ所】

第３層：旧小学校区(16ヶ所) 約400～5,000人
【※生活支援（カフェ、ミニデイ）・協議体 8ヶ所】

第４層：行政区(130ヶ所)  約20～600人
【※週一体操（35ヶ所）：目的 運動機能向上】
【※サロン（168ヶ所） ：目的 閉じこもり予防】

国東市内支え合い活動 ８地区（※市内全１６地区） ４行政区 

【令和7年1月末現在】 28

伊美
立上

準備
中

西安岐
立上準備中



竹田津
伊美

来浦

富来

上国崎

豊崎

武蔵西

西安岐

南安岐

朝来

西
武
蔵

生活支援コーディネーター配置状況（６名）

29

花木 あおい 後藤 彰一 秋吉 諒子

第1層（市内全域）
1名

山下 柚希 岡嵜 楓

第3層（市単費：戦略）
2名

松本 博晃

第2層（旧町4圏域）※第1層1圏域兼務

3名



令和6年度国東市地域支援サポーター・準地域支援サポーター 紹介

（配置目的：地域活性※地域イベント企画等 及び 就労的活動※グッズ作り等の促進を図る。）

【国見圏域】

谷 知英 たに ともひで さん
（国見町）
・カメラマン

【国東圏域】

熊田 圭子 くまだ けいこ さん
（国東町）
・国東ｵｺｽﾝｼﾞｬｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ
・つるがわﾗｼﾞｵﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨ他

【安岐圏域】

岩切 千佳 いわきり ちか さん
（安岐町）
・七島藺工芸作家

【武蔵圏域】

古川 杏菜 ふるかわ あんな さん
（武蔵町）
・AEAJｱﾛﾏﾃﾗﾋﾟｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
・ﾌｨｼﾞｵｾﾗﾋﾟｽﾄ(運動整体師)

今田 史 いまだ ふみ さん
（国東町）
・ボディケアサロン経営
・元地域おこし協力隊

越名 秀樹 こしな ひでき さん
（武蔵町）
・デザイン事務所経営
・元地域おこし協力隊

〇地域支援サポーター（4名）

〇準地域支援サポーター（2名）



大切にしている ポイント①  “協議体”（月1回）

地域の皆で、地域の課題について
社協SCと地域支援サポーターさんも参加 協議する・話し合う場！

竹田津“かもめ”

朝来“あさぎり”

くまげ“大輪”

豊崎 “一村一心”

来浦“サンサン”

武蔵西“武渓”

上国崎“あらたに” 旭日“あさひネット”

31



行政と社協も 情報共有の定例会 （月1回）

地域の声を、社協SCが行政に届ける場！

行政（国東市福祉課長及び包括）も一緒に 悩み・考えてくれます！

32

毎月最終 月曜日15～17時
（場所：国東市役所 本庁）

大切にしている ポイント②



支え合い活動

国東市

ご紹介

“地域の キッカケメニュー”

33



地域きっかけ“我が事化”への挑戦 メニュー

4.地域の強みと課題 説明会、スマホ教室
（介護予防・日常圏域ニーズ調査結果）

2.先進地視察
 （行政・社協で事前視察、着地点を明確化）

（視察先：竹田市、日田市）

1.生活支援講演会
「テーマ：今後の医療・介護の動向について」（講師陣：故田中尚輝氏、原勝則氏、吉田一生氏）

3.全戸訪問ニーズ調査
（生活実態調査：困り事、したい事、担い手も把握）

5.くらしを考える勉強会
（居場所・食事・移動、道路運送法理解、移動支援仕組みづくり） 34



1. 生活支援講演会 地域が主催

35

東京等より講師を招聘するが

立上げ検討の地区公民館で開催（参加対象者の明確化）！

竹田津地区：101名（人口の10％） 上国崎地区：97名（人口の20％）

令和5年3月18日 開催分 令和7年1月25日 開催分



1. 平成28年度 竹田市 2. 平成29年度 大分市こうざき

先進地の方々に、実践に基づく 多くのノウハウをご教示頂く！
同じ時間を 地域の方と ともに 過ごす★大切さ！

2. 先進地視察 行政＆社協 事前視察訪問！

36



37

3. 全戸訪問ニーズ調査 【映像：20秒】

地域の みんなが  考えてる事 と 思っている事 がわかった！



訪問調査１世帯 １～２時間

全戸調査

報告・分析

顔見知りの方が調査員 
「困り事あったら、言ってな～」

38

3. 全戸訪問ニーズ調査



希望者数 把握！

できる人（したい事）把握！

活動 事業化へ！

39



メニューと内容
①地域のみんなで協議・検討し、アンケート表を作成・完成する「地域独自アンケート作成」

・「こんなことやあんなこと」聞きたい。「あなたの困り事」、「あなたが出来る事・したい事」

・調査項目35～50個。「見やすいように・書きやすいように」A3横の用紙にて作成。記名式。

②訪問調査で更なる信頼関係構築 「アンケート調査のマニュアル・手順書作成整備」

・調査員2名1組体制。活動者保険への加入対応、調査員の方は有償ボランティア。

・アンケート調査同意書整備。アンケート調査後の調査票は、社協へ持込・管理。

③第三者による、専門的かつ客観的な地域分析 「ニーズ調査分析結果から事業選定」

・大分大学福祉健康科学部 岩野卓元講師（現非常勤講師）、現在オフィス立上げ代表。

・第三者（外部）の専門的知見に基づく、視点からの分析・助言は大変参考になる。

40①～③に関して“相談機関”として “大分県東部振興局”（県高齢化集落等補助金）の存在の大きさ！

市内8校区（全16校区）で実施済

3.全戸訪問ニーズ調査



41

4.地域の強みと課題 説明会【R6.6/21資料】



42

地域介入にあたり “地域の強みと課題” 説明の場



【調査結果：国東市における地域課題】

閉じこもり傾向の方：２,２３３人、買物できない方：４１３人

“移動等の問題”

43



【安岐町西安岐地区 の高齢化率等】

44

・高齢化率
40％超え

上昇傾向！

・85歳以上
医療・介護ニーズ

を必要とする方

減少！



【西安岐地区の強み と リスク課題①】

45

※強み：運動、栄養、閉じこもり傾向少と リスク課題：咀嚼、認知他



46

※強み：独居等少ない 外出傾向 と リスク課題：転倒歴、孤食傾向！

【西安岐地区の強み と リスク課題②】
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令和６年度実施分
R6.7/19団体発足！ にしあき元気会（民生委員・児童委員全8名）！

5. くらしを考える勉強会 （テーマ：居場所、食事、移動）



48
支え合いの地域づくり
「学び、考え、行動へ」 土壌づくり ＆“仲間づくり”！

5. くらしを考える勉強会 （月1回の頻度開催）  市内9地区目  立上げ挑戦中！



国土交通省

令和6年度 共創・MaaS 実証プロジェクト

49

【多様な主体が参画する事例】

「共創モデル実証運行事業」採択分 ご紹介
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地区公民館単位：立上げ年度

H28：国見町竹田津

   国東町上国崎

H29：国見町熊 毛

H30：国東町旭 日

   武蔵町武蔵西

R1  ：国東町豊 崎

R4  ：安岐町朝 来

R5  ：国東町来 浦

南安岐

R4
朝来

H30
武蔵西

H28
竹田津 H29

熊毛

R5来浦

富来

H28上国崎

R1
豊崎

西
武
蔵

国東

武蔵東

安岐

H30旭日
行政区（自治会）単位：立上げ年度

R3  ：国東町富来地区松原区

安岐町西武蔵地区富永区

安岐町南安岐地区大添区

R5  ：国東町国東地区今在家区

第１層：国東全域(１ヶ所) 約25,000人
【※寄ろう会（え）：年3回開催 1ヶ所】

第２層：旧町 (４ヶ所) 約3,000～9,000人
【※語ろう会（え）：年1～2回開催

    国見、国東、武蔵圏域 3ヶ所】

第３層：旧小学校区(16ヶ所) 約400～5,000人
【※生活支援（カフェ、ミニデイ）・協議体 8ヶ所】

第４層：行政区(130ヶ所)  約20～600人
【※週一体操（35ヶ所）：目的 運動機能向上】
【※サロン（168ヶ所） ：目的 閉じこもり予防】

国東市内支え合い活動 ８地区（※市内全１６地区） ４行政区 

【令和7年1月末現在】 50

伊美
立上

準備
中

西安岐
立上準備中



事業名：AI オンデマンド交通を活用した地域支え合い活動支援実証事業

51
7路線2区域の地域内交通を ⇒ オンデマンド型乗合タクシー1台へ再編！



これまでの経過

52
国東市内他地域と比べ 、国見町利用者少ない！0.98人



運行概要 R6.10月～

53



事業の全体像・共創の仕組み 【市政策企画課公共交通、事業者、地域、市社協、市福祉課】

54運行事業者のメリット：「システム導入」による、事務員の不足解消！
住民のメリット：運行日 週1回から週2回へ！停留所 バス停から最寄りゴミステーションへ！



AIオンデマンド交通の概要

55利用するには 、事前登録が 必須の条件（手続き大変）



区長文書による 地区説明会 中々、人が集まらなかった R6.8月

56地域の声掛け（計：11回、106人）人が集まる！R6.9月

①区長文書（回覧板）にて、利用パンフレット全戸配布するも
「何か区長文書に、入っていたなあ～（程度）」

②社協生活支援コーディネーターが民生委員・児童委員と調整
民生委員・児童委員さんの声掛けで「現利用者が、直ぐに集まる」

市公共交通担当

現利用者の方々民生委員・児童委員

社協SC



利用登録者を一定数確保 R6.10月～

57毎月：20～30人の利用者実績に 繋がる！



国東市政策企画課 公共交通担当者様 コメント「連携してみて」！

58

国見地域の公共交通網の再編を実施するにあたり、市が新たなモビリティを準備するだけでは、従前の
通り利用のないままで持続可能な形にすることが難しいと考えていました。持続可能な公共交通とする
ためには、地域住民をいかに巻き込んで、地域と連携した取り組みにできるか、導入する新たなモビリ
ティを「自分たちのツール」だと捉えてもらい、主体的に関わってもらうことが非常に重要であるという認
識の元、本事業の取組を推進してきました。
実際、ＡＩオンデマンドタクシーの事前登録者２４０名の約半数は、社会福祉協議会や民生委員、支え合
い活動団体の皆さんの声掛けにより登録いただいたものであり、登録用紙の書き方から、利用の仕方の
説明等、地域の皆さんのサポートが利用のハードルを下げ、利用促進に大きな効果発揮したことは間違
いありません。
また団体の活動の場への移動手段としても活用することにより、通院や買い物だけでなく、公共交通を
利用したおでかけの目的作りも実施することができ、利用者からは嬉しい声をいただいています。一人で
利用することが難しい方に対しては、同乗しての付添い支援といった、サポート体制づくりも進めていると
ころです。
国東市にとって、「地域における持続可能な公共交通のモデル」とするべく、共に取組んでいきたいと考
えています。



国東市社協 生活支援コーディネーター 「連携してみて」

59
共創Maasをキッカケに、地域公共交通会議に出席！



「我が事・丸ごと」の地域づくり 令和6年5月25日 由布市老施協【映像：1分30秒】

60

連携 のためには、「相互の事を考え合う」
今後は 繋がる力！【略歴】 吉田 一生氏

R3.  大臣官房参事官（救急・周産期・災害医療等担当）
R4.7月 大分県副知事 

R6.4月 厚生労働省 健康・生活衛生局総務課長



国見町伊美地区 R7.2/22 前・大分県副知事 吉田一生氏 講演会開催！

参考チラシ：令和5年度分

国東市内支え合い活動地区
１０地区目（全16地区）へ挑戦中！

国見生涯学習センター
みんなんかん にて

１４時開演！

61



大変貴重な機会を、ありがとうございました。

私たちの活動はまだまだ現在進行中です。これからも地域のみな
さんと一緒に挑戦していきます。誰でもどこでも気軽にはじまる『介
護予防・生活支援』を目指して！ぜひ一緒に頑張りましょう。

いいとこ 九州・沖縄！

62



「国東つながる暮らし共通WEBサイト」
ご紹介（※コロナ禍に誕生した事業）

63

【参考資料】



トップページ ※R3.4/1 開設

64



市内 全16地区 参画 （R5.12月完成！）

65



市内全域 スマホ教室 開催中 （月1回）

66

国東市内では2021年2月から高齢の方など暮らしの困りごとを支援する支え合いの
会でスマホ教室を始めました。今では、まだ支え合いの会が立ち上がっていない地
域でも始め、市内全域に広がっています。
【実績：地区数、延べ数】【WEBサイト参画：地区数】
R2：6地区   46名
R3：9地区 281名 WEBサイト参画：11地区★WEBサイト開設
R4：13地区  429名  WEBサイト参画：12地区
R5：16地区   1,140名   WEBサイト参画：全16地区☆彡
60代から80代 まで、スマホの扱いを学んで遠く離れた親族・知人の方とも気軽に画
像も交えて交流が持てるようになり、みなさんとても楽しまれて好評を得ています。
進んでいく過疎化に備え、IT に親しみ生活の中で使えるよう、今後も内容を発展さ
せスマホ教室を続けていきます。

地域の方々が インスタにて活動、情報発信中！



総務大臣賞 受賞！ 令和４年度

67



事業経緯と内容
1）各地域活動の情報共有を課題解決
居場所づくり（カフェ、ミニデイ）や生活支

援活動状況を他地域の情報入手の困難

性を解消するために開設（令和3年4月） 。

2）各地域WEBページを住民が更新する

WEBページにインスタグラムを付加。住

民自らが気軽に投稿・更新する設計。投

稿のためのスマホ教室を市内全16校区

で月1回開催中（～現在）。

事業のシステム

国東つながる暮らしWEBサイト事業
https://yoroue.com

市内全16校区がWEBサイト参画

“WEBサイトを通じた“生活支援サービスの拡充

68上記の取組が評価され、過疎地域持続的発展優良事例表彰 総務大臣賞受賞 令和4年10月20日

①共通WEBサイト制作
市内各16校区

②インスタ投稿
スマホ教室開催

③投稿を参考に
生活支援組立て・拡充

くにさき地域応援協議会“寄ろう会（え）”第1層協議体


